
声の民町
平
成
3
0
年
冬
号

平
成
3
0
年
冬
号

V
O
L
.

V
O
L
. 1
1
1

1
1
1

こ
お
り
ま
ち

こ
お
り
ま
ち

い
か
に
稲
作
農
家
の
所
得
安
定
を
図
る
か

（
一
般
質
問
・
８
名
登
壇
）
…
…
…
…
…
…
…
６

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
…
2

幼
稚
園
児
に
よ
る
「
ホ
タ
ピ
ー
ダ
ン
ス
」

P
1
8
に
関
連
記
事
が
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編　集　後　記

　平成30年新年を迎え、桑折町にとってもさ

まざまな新しい創生の年となる。平成の追分

となる復興支援道、相馬福島道の建設も順調

に進んでいる。仮称国道４号ＩＣ周辺の利活

用の検討も大きく前進するよう希望する。

　また、役場新庁舎建設に向けても、実施設

計が行われる年となり、具体的な新庁舎の姿

が見える年となる。このような、さまざまな

桑折町の次代の町づくりに対し議会も町民の

代弁者として充分に検討の機会をいかしてい

かなければならないと考える。

渡邉　英直　

～平成になり30回目の初日の出～

■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　渡　邉　英　直

委員　佐　藤　榮　三

委員　原　　　賢　志



　
こ
れ
ま
で
の
経
過

　
平
成
26
年
11
月
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
議
会
は
先
進
地
で
あ
る
、
滋
賀
県
米

原
市
、
大
津
市
へ
有
害
鳥
獣
対
策
、
中
で
も「
防
止
柵
設

置
状
況
」を
重
点
に
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、「
進
入
防
止
柵
は
大
変
効
果
が
あ
る
」と
判

断
、
防
止
柵
設
置
の
必
要
性
を
町
に
求
め
、
27
年
度
、
上

成
田
、
一
部
松
原
下
町
内
会
を
モ
デ
ル
地
区
に
2
，
６
０

０
０
ｍ
を
地
区
住
民
の
方
々
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
農
業
被
害
の
み
な
ら
ず
地
区
住
民
の
生
活
環
境

を
守
る
う
え
で
も
町
主
導
で
全
線
設
置
す
る
よ
う
全
会
一

致
で
決
議
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
進
入
防
止
柵
を

延
長
す
る
こ
と
で
被
害
を
く
い
止
め
ら
れ
る
の
で
は
と
睦

合
か
ら
国
見
町
と
隣
接
す
る
泉
田
地
区
ま
で
15
㎞
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
28
年
の
事
業
と
し
て
実
現

し
た
。し
か
し
、イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
今
で
も
続
い
て
い
る
。

　
10
月
に
行
っ
た
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
の
な
か
で

も
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
す
る
対
応
を
求
め
る
深
刻
な
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
さ
っ
そ
く
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
議
論
の
す
え
、

睦
合
・
半
田
両
地
区
選
出
議
員
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
対
策

懇
談
会
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
議
題
を
次
の
３
点

に
絞
っ
た
。

①
道
路
か
ら
の
進
入
対
策
に
つ
い
て

②
防
止
柵
の
里
側
対
策
に
つ
い
て

③�

防
止
柵
の
維
持
管
理
対
応
に
つ
い
て

　
議
会
は
頂
い
た
多
く
の
意
見
を
も
と
に
、
再
び
会
議
を

開
き
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
12
月
定
例
会
会
期
末

に
左
記
の「
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
有
害
鳥
獣（
イ

ノ
シ
シ
）対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
要
望
書
」を
全
会

一
致
で
提
出
し
た
。

要
望
書
提
出

　本議会は、去る５月23日の臨時会で「有

害鳥獣対策に万全を期すべきことを求める決

議」を採択した。町当局は、６月定例会一般

会計補正予算において、侵入防止柵沿線の緩

衝帯設置予算として 500万円を計上しこれ

に応えた。

　しかし、道路等からの侵入防止や侵入防止

柵の里側対策予算の計上はなく、今日に至っ

ている。

　今般、議会全員協議会の協議に基づき、半

田・睦合地区議員による「イノシシ対策懇談

会」がもたれ、関係住民と意見交換が行われ

たが、その結果、明らかになった緊急課題は

次の３点に集約できる。

　町当局におかれては、下記３事項の速やか

な実現に向け最善を尽くすよう求めるもので

ある。

記

１�．大小様々な道路、沢等からの侵入防止の

ための必要な措置を講ずること。そのため

このたび予算計上された「テキサスゲート

（グレーチング）」の導入を始め、新たに開

発され各地で実施されている新手法の積極

的導入に努められたい。また、隣市町から

の侵入にも備えられたい。

２�．侵入防止柵里側対策を強化すること。そ

のため、里側山林外縁部の柵による囲い込

みと追い上げ、及び捕獲方法の開発、雑木・

雑草・藪地帯の刈り払い、イノシシの棲息

域ともなる遊林農地等対策を強化されたい。

３�．侵入防止柵の補強及び、同沿線緩衝帯等

の長期安定的な維持管理体制を確立された

い。

　なお、事業の推進にあたっては、有害鳥獣

実施隊や関係町内会と密接な協議を行いつつ、

町が主導的に速やかに進められるよう強く要

望する。

　平成29年 12月11日

桑折町議会　

安全安心な町づくりのため有害鳥獣（イノシシ）対策の

抜本的強化を求める要望書

― 整備された緩衝帯モデル地区 ― ― 未整備の柵のまわり ―

イノシシ被害対策の さらなる強化を求め
全長15㎞を設置した侵入防止柵

松原公民館

うぶかの郷

益子神社

議会だより――議会だより3 2 



　
９
月
定
例
会
閉
会
後
10
／
６
・
第

９
回
、
10
／
27
・
第
10
回
、
11
／

16
・
第
11
回
、
12
／
15
・
第
12
回
）

４
回
の
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
議

会
改
革
活
性
化
の
た
め
次
の
事
項
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
た
。

議
会
機
能
強
化
に
つ
い
て

１�

．
公
平
・
公
正
、
透
明
な
議
会
運

営
⑴
議
会
運
営
の
透
明
化

・�

正
・
副
議
長
選
挙
の
立
候
補
制
導
入

２
．
適
切
な
行
政
の
監
視
と
評
価

⑴�

適
正
な
行
政
運
営
と
緊
張
関
係
の

確
保

・
政
策
提
案
の
説
明
開
示

・�

予
算
・
決
算
審
議
の
あ
り
方
の
検
討

３
．
町
民
本
位
の
政
策
立
案
と
提
言

⑴
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
確
立

・
町
民
要
求
の
把
握

・�

議
員
間
の
自
由
討
議
に
よ
る
合
意

形
成

・
政
策
討
論
会
の
実
施

・
専
門
的
知
見
の
活
用

４
．
議
会
力
、
議
員
力
の
強
化

⑴
議
会
機
能
の
強
化

・
議
員
研
修
会
の
充
実

⑵
議
会
の
資
質
向
上

・
議
員
研
修
の
充
実
を
図
る

・�

議
会
図
書
館
の
充
実
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
を
推
進
す
る

５
．
継
続
的
な
議
会
改
革
の
推
進

⑴
議
会
の
あ
り
方
調
査
研
究

・�

議
会
活
性
化
計
画
を
作
成
し
、
年

次
評
価
と
推
進
を
図
る

６�

．
議
会
災
害
時
対
応
基
本
計
画
策

定
⑴�

町
地
域
防
災
計
画
と
連
携
し
て
情

報
共
有
し
協
議
を
行
い
、
訓
練
を

実
施
す
る

　
特
に
広
報
広
聴
委
員
会
、
議
会
モ

ニ
タ
ー
の
設
置
、
予
算
・
決
算
審
議

の
あ
り
方
、
政
策
討
論
会
、
政
務
活

動
費
等
に
つ
い
て
は
今
後
具
体
的
に

協
議
を
進
め
る
。

　
第
10
回
特
別
委
員
を
11
月
９
日
に

開
催
し
、
10
月
31
日
に
決
定
し
た
基

本
設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
結

果
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。
現
在
、
庁
内
の「
新
庁
舎

機
能
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

会
議
に
お
い
て
協
議
・
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
。
今
後
も
、
引
続
き
調
査

を
行
っ
て
い
く
。

12 定月 例会
　平成29年12月定例会は12月５日から11日までの７日

間の会期で開催された。

　提出案件は条例改正１件、町道路線廃止１件、町道路

線認定１件、補正予算５件、財産取得１件の９件を審議

しすべて原案通り可決した。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
、

若
年
層
の
給
料
月
額
を
引
上
改
定
、

期
末
・
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
年
間

支
給
月
数
を
、
０
・
１
月
分
引
き
上

げ
改
定
す
る
。

　
町
道
第
４
０
０
１
号
線（
や
す
ら

ぎ
園
入
口
）
延
長
30
・
５
ｍ
を
廃
止

す
る
。

　
町
道
第
４
０
０
１
号
線（
役
場
庁

舎
予
定
地
周
囲
）
延
長
２
３
０
・
５

ｍ
を
認
定
す
る
。

旧
醸
芳
中
プ
ー
ル
解
体

追
加
工
事
費
外

一
般
会
計（
７
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
２
，
４
６
３
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
55
億
６
，
９
１
７
万
９

千
円
と
す
る
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
の
減

▲
９
６
７
万
１
千
円

・
前
年
度
繰
越
金

２
，
７
０
３
万
２
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
旧
醸
芳
中
プ
ー
ル
解
体
追
加
工
事

４
９
０
万
２
千
円

・
う
ぶ
か
の
郷
ボ
イ
ラ
ー
更
新
外

１
，
３
６
９
万
５
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
５
，
６
０
５
万
円
を
追
加
し
予
算

総
額
を
16
億
４
，
４
２
９
万
４
千
円

と
す
る
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
前
期
高
齢
者
交
付
金

５
，
５
０
０
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・�

高
額
医
療
該
当
者
の
増
に
よ
る
補

助
給
付
費
の
増

２
，
３
０
０
万
円

・
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与
の
増

３
，
１
０
０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

定
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
38
万
１
千
円
を
追
加
し
予
算
総
額

を
15
億
６
，
５
３
５
万
３
千
円
と
す

る
。

《
歳
入
》

・
一
般
会
計
繰
入
金
を
減
額

▲
43
万
４
千
円

・�

シ
ス
テ
ム
改
修
補
助
金
決
定
に
よ

る
　
　
　
　
　
　
　
81
万
５
千
円

《
歳
出
》

・
人
事
異
動
に
よ
る
職
員
給
与
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
38
万
１
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
２

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
17
万
９
千
円
追
加
し
予
算
総
額
を

３
億
６
，
８
３
６
万
３
千
円
と
す
る

も
の
。

《
歳
入
》

・
前
年
度
繰
越
金
　
　
17
万
９
千
円

《
歳
出
》

・
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与
等
増

17
万
９
千
円

水
道
事
業
会
計（
第
２
号
）

・
水
道
事
業
収
益
（
収
入
）

▲
３
３
５
万
３
千
円
の
減

　
水
道
使
用
料
の
減
額

・
水
道
事
業
費
用
（
支
出
）

７
０
４
万
５
千
円
の
増

　�
源
水
及
び
浄
水
費
、
消
費
税
の
増

加
に
よ
る

・
資
本
的
収
入

▲
３
４
０
万
円
の
減

　
工
事
負
担
の
減
収

・
資
本
的
支
出

▲
２
，
７
１
２
万
９
千
円
の
減

　�

配
水
設
備
費（
委
託
料
工
事
請
負

費
）の
減
額

土
地
開
発
公
社
所
有
地
売
買
契
約
を

締
結
し
財
産
を
取
得
す
る
こ
と

１
．
財
産
の
種
類
　
　
土
地

２
．
住
所
　�

東
段
30
番
22
他
７
筆

３
．
地
目
　
宅
地
及
び
雑
種
地

４
．
地
積
　
５
８
７
７
，
１
７
㎡

５
．
取
得
金
額

６
，
０
６
７
万
５
千
９
百
円

６
．
取
得
の
目
的

　�

福
島
地
方
土
地
開
発
公
社
所
有
地

の
買
戻
し
の
た
め

７
．
契
約
の
相
手
方

　
住
所
　�

福
島
市
五
老
内
町
３
番
１

号

　
氏
名
　
福
島
地
方
土
地
開
発
公
社

　
　
桑
折
町
理
事
　
髙
橋
　
宣
博

財
産
取
得

補
正
予
算

町
道
路
線
廃
止

町
道
路
線
認
定

条
例
改
正

委
員
会
報
告

　
当
委
員
会
は
、
閉
会
中
の
所
管

事
務
調
査
を「
産
業
振
興
策
」「
空
き

家
・
空
き
地
」「
健
康
寿
命
延
伸
策
取

り
組
み
」に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
29
年
10
月
27
日
に
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
よ
り
、
本
町
の
経
済
活

性
化
に
欠
か
せ
な
い（
仮
称
）国
道
４

号
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
に
関
し
て
の
取

り
組
み
状
況
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
次
の
点
の
説
明
を
受
け
た
。

・�

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開
発
に
関
し
て
の
取

組
は
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
進
め

て
い
る
。

・�

改
正
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進

法
（
農
工
法
＝
農
村
産
業
法
に
改

正
）
に
つ
い
て

・�

改
正
農
工
法
の
国
の
基
本
方
針
概

要
に
つ
い
て

・�

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
農
業
振
興
地
域
に
つ

い
て
の
計
画
、
方
向
性
に
つ
い
て

・�

ど
の
程
度
の
企
業
進
出
が
見
込
め

る
か
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

　
次
に
商
工
観
光
室
よ
り「
空
き

家
・
空
き
地
」
に
関
連
し
た
空
き
店

舗
等
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
た
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
次
の
三
点
の
説
明

を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

・�

国
道
４
号
沿
線
を
含
め
た
空
き
店

舗
、
空
き
地
、
空
き
家
の
調
査
結

果
の
説
明

・�

空
き
店
舗
解
消
に
向
け
て
の
今
後

の
計
画
に
つ
い
て

・�

県
の
活
力
あ
る
商
店
街
支
援
事
業

（
空
き
店
舗
対
策
）
に
つ
い
て

今
後
更
な
る
調
査
を
進
め
次
回
定
例

会
に
報
告
す
る
予
定
だ
。

　
現
在
、
当
委
員
会
は
次
の
２
点
に

つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

・�

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
の
「
健

全
財
政
に
つ
い
て
」

　
本
町
に
お
け
る
財
務
内
容
に
つ
い

て
、
各
自
の
分
析
結
果
を
も
と
に
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
経
常
収
支
比
率

の
改
善
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

担
当
課
長
か
ら
具
体
的
改
善
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
質
疑
等
を
行
っ
た
。

・�

移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の

「
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
」

　
近
隣
市
町
の
取
組
に
つ
い
て
資
料

を
も
と
に
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、

地
元
企
業
の
拠
点
統
合
に
伴
う
移

住
・
定
住
推
進
策
に
つ
い
て
担
当
課

長
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

た
。 総

務
文
教

常
任
委
員
会

委
員
長
　
原
　
　
　
賢
　
志

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

委
員
長
　
佐
　
藤
　
武
　
朗

庁
舎
建
設
調
査

特
別
委
員
会

委
員
長
　
原
　
　
　
賢
志

議
会
改
革
活
性
化

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
羽
根
田
　
八
千
代

復興住宅

道
路
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ズバリ町政を問う60分町政を問う60分
8 名登壇

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

一般 質 問

○�一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間

60分で行われます。

○�内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。

◯一般質問の様子は桑折町議会のホームページ（録画）でご覧いただけます。

登壇議員 質　問　項　目

佐　藤　榮　三

・桑折町農業振興策について

・道水路整備について

・町内橋梁について

・町内勤労者の子供の本町、保育園、幼稚園への受け入れについて

半　澤　　　高

・財政計画の策定について
・衆議院総選挙での選挙管理委員会の対応等について
・まちなかの活性化と現役場跡地利活用について
・ネーミングライツ（命名権）の導入について
・町職員の「移住・定住」について
・婚活支援事業について

佐　藤　武　朗

・町内で実施される各種団体の事業（イベント）等の日程対応について
・空き家等対策の取り組みについて
・ふるさと納税のさらなる活用について
・イノシシから史跡桑折西山城跡を守る対策について
・健康寿命の延伸策について

川　名　静　子

・高齢社会への支援体制に関して
・除染廃棄物に関して
・住生活基本計画に関して
・桑折駅前駐車場に関して
・社会教育施設、特に桑折公民館に関して

羽根田　八千代

・第７期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定について

・有害鳥獣対策に万全を期すべきことを求める決議に対する今後さらなる対応策について

・【歴まち法】認定後の街づくり方針と30年度予算編成方針について

岩　﨑　久　男

・原発事故と生業訴訟について

・都市計画法第34条11号について

・危機管理体制の強化について

齋　藤　松　夫

・桑折町再生可能エネルギー導入推進計画の具体化について
・29年度及び30年度における有害鳥獣対策と遊休農地対策について
・温泉発掘を機に9億円を投じた町民研修センターうぶかの郷の温泉源枯渇対策について
・移住定住推進と公営住宅の修繕について
・公立藤田病院組合負担金について

斉　藤　　　謙

・第48回衆院選の投票率に関して
・Jアラート等に関して
・仮称桑折ＩＣ周辺整備に関して
・桑折町農業振興活動拠点施設等に関して
・行財政改革等に関して
・監査制度のあり方等に関して

佐 藤 榮 三 議員

問
　
一
部
の
農
家
の
方
は
生
産
調
整

（
減
反
）が
無
く
な
っ
て
自
由
に
米
が

作
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
米
の
直
接
支
払
い
交
付
金
」制
度
と
、

国
の
目
標
面
積
配
分
が
行
わ
れ
な
く

な
る
の
で
あ
っ
て
、
経
営
所
得
安
定

対
策
は
継
続
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。
町
と
し
て
は
次
年
度
以
降

の
稲
作
農
家
へ
の
影
響
を
ど
の
様
に

考
え
て
居
る
か
。

答
　
町
長
　
農
家
所
得
の
安
定
を
図

る
た
め
に
も
県
の
自
主
的
配
分
会
議

か
ら
の
桑
折
町
農
業
再
生
協
議
会
へ

の
生
産
目
標
数
量
を
達
成
し
、
国
が

進
め
る
経
営
所
得
安
定
対
策
、
合
わ

せ
て
町
独
自
の
桑
折
町
水
田
農
業
構

造
改
革
対
策
奨
励
金
事
業（
団
地
化

奨
励
金
交
付
事
業
）
を
進
め
稲
作
農

家
の
収
入
安
定
確
保
の
た
め
に
次
年

度
以
降
も
継
続
す
る
。

問
　
今
後
の
推
進
方
法
に
つ
い
て
は
。

答
　
県
の
自
主
的
配
分
会
議
終
了
後

町
内
各
地
域
で
の
説
明
会
を
通
じ
て
、

皆
様
の
理
解
を
得
な
が
ら
推
進
し
て

い
く
。

問
　
ス
ー
パ
ー
や
な
み
事
業
の
実
績
と
効
果
に
つ
い

て
ど
の
様
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答
　
町
長
　
各
町
内
会
の
要
望
に
よ
り
今
年
度
は
８

カ
所
施
工
予
定
、
現
在
５
カ
所
竣
工
。
効
果
に
つ
い

て
は
、
生
活
道
路
中
心
に
整
備
、
地
域
住
民
の
利
便

性
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
し
か
し
設
立
当
初
は
、

現
物
支
給
に
よ
る
工
事
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
人
的

確
保
が
困
難
と
な
り
指
導
員
派
遣
型
と
な
っ
て
き
て

い
て
事
業
委
託
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
部
見

直
し
時
期
に
来
て
い
る
が
次
年
度
も
継
続
す
る
。

問
　
道
水
路
維
持
管
理
の
た
め「
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
」の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
農
業
用
道
水
路
の
補
修
に
つ
い
て
は「
資
源
向

上
支
払
」
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
に

よ
る
道
水
路
の
維
持
管
理
の
一
部
を
担
う
こ
と
は
可

能
だ
と
思
う
。

多面的機能支払事業での道水路整備を
　活用には組織強化が必要

い
か
に
稲
作
農
家
の
所
得
安
定
を
図
る
か

　
団
地
化
交
付
金
事
業
で
次
年
度
以
降
も

問
　
橋
梁
を
修
繕
し
、
地
元
住
民
の
生
活
利
便
性
を
確
保
す
べ
き

　
　
答
　
利
用
実
態
を
考
慮
し
対
応
し
て
い
く

問
　
町
内
勤
労
者
の
子
供
の
保
育
所
、
入
所
受
け
入
れ
は

　
　
答
　
公
設
公
営
の
施
設
ゆ
え
町
内
在
住
が
要
件

これも 質 問

― 次年度以降も実施を ―
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

　
平
成
33
年
に
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト

の
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る「
史
跡

桑
折
西
山
城
跡
」
の
イ
ノ
シ
シ
被
害

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
史
跡
の
整
備
を
進
め
て
い
る
中
、

遺
構
保
護
の
た
め
の
盛
土
内
に
多
数

の
掘
り
返
し
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

史
跡
を
訪
れ
た
観
光
客
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
も
早

期
に
史
跡
内
か
ら
の
イ
ノ
シ
シ
排
除

に
向
け
た
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　
町
長
　
史
跡
内
の
指
定
範
囲
内

へ
の
有
害
鳥
獣
防
護
柵
に
つ
い
て
は
、

福
島
県
文
化
財
課
・
文
化
庁
と
協
議
。

ま
た
、
担
当
課
と
連
携
の
う
え
速
や

か
に
必
要
箇
所
へ
設
置
す
る
。

問
　
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
は
、
農
地

を
守
る
と
い
う
観
点
で
は
産
業
振
興

課
が
対
応
。
文
化
施
設
、
住
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
は
、
全
庁
挙
げ

て
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　
町
長
　
対
策
に
つ
い
て
は
、
主

に
農
業
被
害
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、

人
的
被
害
の
未
然
防
止
や
文
化
財
へ

の
被
害
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
関
係

各
課
と
連
携
を
図
り
対
応
す
る
。

　
10
月
22
日
投
開
票
の
衆
院
選
に
つ

い
て
次
の
点
を
伺
う
。

問
　
10
代
20
代
前
半
の
町
民
に
ど
の

よ
う
な
啓
蒙
活
動
を
実
施
し
た
の
か
。

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
18

歳
に
な
る
有
権
者
へ
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
、
成
人
式
で
の
啓
蒙

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
Ｊ
Ｒ
桑
折
駅

で
高
校
生
、
通
勤
者
へ
の
投
票
の
呼

び
か
け
等
を
実
施
し
た
。

問
　
台
風
21
号
の
災
害
対
応
の
中
で

の
開
票
作
業
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
　
選
管
書
記
長
　
開
票
事
務
従
事

者
が
災
害
対
応
に
従
事
す
る
こ
と
と

な
り
開
票
作
業
終
了
時
間
が
若
干
遅

く
な
っ
た
が
、
特
に
問
題
は
な
か
っ

た
。

問
　
災
害
対
応
担
当
課
長（
総
務
課

長
）
が
選
管
書
記
長
を
兼
任
す
る
こ

と
の
見
直
し
は
。

答
　
副
町
長
　
次
年
度
の
組
織
改
編

を
考
え
る
中
で
検
討
し
た
い
。

問
　「
投
票
証
明
書
」の
発
行
は
。

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　

「
投
票
証
明
書
」は
法
的
根
拠
は
な
く
、

発
行
は
各
市
町
村
選
管
の
判
断
に
よ

る
。
発
行
に
関
し
て
は
、
証
明
書
を

利
用
し
た
行
為
が
特
定
の
候
補
者
の

利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
。

衆院選での啓蒙活動は
　　　多くの啓発を実施した

イノシシから、町民・観光客を守るには
　　　関係機関と協議のうえ速やかに

　
町
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
団
体
の

事
業（
催
事
）等
の
日
程
調
整
に
つ
い

て
伺
う
。

問
　
町
の
事
業
は
当
然
、
町
内
の
各

種
団
体（
大
・
小
）が
本
町
の
振
興
、

発
展
に
向
け
開
催
し
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
重
複
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
各
団
体
が
事
前
に
日
程
の
調
整

が
可
能
に
な
る
仕
組
み
作
り
が
必
要
。

そ
こ
で
、
行
政
内
に
窓
口
の
開
設
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
各
団

体
の
予
定
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
主
催
者
の
日
程
調
整
も
可
能
に

な
る
の
で
は
。

答
　
町
長
　
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
・
行

事
に
つ
い
て
は
、
実
施
団
体
と
密
接

な
連
携
を
図
り
、
日
程
調
整
に
努
め

る
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
進
め
て
お
り
、
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
充
実

す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。
町
関
連

事
業
は
、
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

見
通
せ
る
よ
う
に
し
、
各
団
体
で
の

日
程
調
整
を
図
り
易
く
す
る
。

　
町
で
は「
移
住
・
定
住
」に
関
し
て
各
種
施
策
を
進
め
て

い
る
が
、『
移
住
・
定
住
は
職
員
か
ら
』の
観
点
か
ら
次
の

点
を
伺
う
。

問
　
町
外
か
ら
通
勤
す
る
職
員
数
は
。

答
　
町
長
　
現
在
34
名
い
る
。（
全
職
員
数
１
２
８
名
中
）

問
　
町
外
者
採
用
の
際
に
町
へ
移
住
し
て
も
ら
う
よ
う
な

対
策
は
。

答
　
採
用
試
験
の
面
接
の
際
、
町
外
の
受
験
者
に
対
し
て

は
、
災
害
対
応
の
た
め
町
内
へ
の
居
住
に
つ
い
て
の
意
思

を
確
認
し
、
町
内
へ
の
居
住
を
促
し
て
い
る
。

問
　
町
職
員
が
移
住
・
定
住
す
る
た
め
の
対
策
は
。

答
　
町
の「
移
住
・
定
住
」施
策
を
理
解
し
対
応
す
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
く
。

問
　
中
心
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
は

　
　
答
　「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
創
造
」
に
取
り
組
む

問
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
の
導
入
は

　
　
答
　
慎
重
に
対
応
す
べ
き
事
案
と
考
え
る

問
　「
桑
折
桃
コ
ン
」
は
県
補
助
終
了
で
終
わ
り
か

　
　
答
　
一
過
性
で
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
的
に
育
め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

問
　
空
き
家
対
策
等
は
民
間
活
用
も
必
要
で
は

　
　
答
　
各
種
団
体
等
と
連
携
を
深
め
る
こ
と
は
重
要

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
た
な
支
援
制
度
取
り
組
み
は

　
　
答
　�

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
導
入

問
　
県
の
「
お
達
者
度
」
公
表
の
本
町
の
対
応
は

　
　
答
　
元
気
で
過
ご
せ
る
生
活
習
慣
づ
く
り
の
積
極
的
展
開

これも 質 問これも 質 問

佐 藤 武 朗 議員

「移住・定住」は町職員から
　　施策の理解・対応を働きかける

半 澤 　 高 議員

― 投票証明書の例 ―

※�投票証明書を見せることによって飲食店等で割引を受ける

ことができる所もあるが…。

― イノシシの運動場？ ―

町
内
で
の
催
事
日
程
の
調
整
が
可
能
に

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

　
拠
点
と
な
る
中
央
公
民
館
が
な
い

現
在
、
そ
の
代
わ
り
を
な
す
の
が
地

区
公
民
館
。
そ
の
中
で
も
36
年
を
経

た
桑
折
公
民
館
の
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

問
　
今
年
度
の
ト
イ
レ
改
修
に
係
る

設
計
業
務
は
次
年
度
に
改
修
工
事
と

な
る
の
か
。

答
　
教
育
長
　
関
連
予
算
の
計
上
及

び
施
工
計
画
は
設
計
内
容
を
精
査
し

検
討
す
る
。

問
　
今
使
用
し
て
い
る
ス
リ
ッ
パ
で

の
昇
り
降
り
は
大
変
危
険
だ
。
土
足

が
可
能
と
は
な
ら
な
い
か
。

答
　
ス
リ
ッ
パ
の
更
新
を
検
討
し
て

い
る
。
土
足
で
の
利
用
は
施
設
の
管

理
上
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
古
い
建
物
だ
か
ら
こ
そ
磨
き
を

か
け
活
か
す
べ
き
だ
。
館
内
清
掃
に

つ
い
て
ど
ん
な
調
査
を
し
ど
ん
な
方

法
が
見
い
出
せ
た
の
か
。

答
　
職
員
に
よ
る
点
検
結
果
を
踏
ま

え
、
ト
イ
レ
便
器
、
手
洗
台
の
研
磨

を
業
者
に
委
託
し
た
。
調
理
室
も
整

理
整
頓
し
た
。

問
　
シ
ル
バ
ー
へ
の
委
託
内
容
の
見

直
し
確
認
が
必
要
で
は
。

答
　
地
区
館
長
の
指
導
の
も
と
受
託

者
と
業
務
内
容
の
確
認
を
行
い
実
施

す
る
。

突如スリッパが変わったのは
　　　利用者の感想をいただき試験的に

これも 質 問

羽根田八千代 議員

　
本
町
の
高
齢
化
率
は
35
％
。
２
０

２
５
年
に
は〝
団
塊
の
世
代
〟
が
75

歳
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
。「
高
齢

者
の
尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
の
確
立
」

を
基
本
に
高
齢
者
介
護
の
あ
り
方
を

長
期
的
に
と
ら
え
た
町
の
考
え
、
方

向
性
を
伺
う
。

問
　
男
性
の
一
人
暮
ら
し
に
対
し
ど

の
よ
う
な
支
援
体
制
を
図
る
計
画
か
。

答
　
町
長
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
見
守

り
の
実
施
等
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。
第
７
期
計
画
で
も
支

援
体
制
を
強
化
す
る
。

問
　
認
知
症
対
策
の
支
援
対
策
は
。

答
　
４
月
か
ら
公
立
藤
田
病
院
に
委

託
、
医
師
や
看
護
師
等
の
専
門
職
が

係
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

を
設
置
。
10
月
か
ら
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症
カ
フ
ェ
を

開
催
、
支
援
す
る
。

問
　
平
成
24
年
制
度
改
正
に
よ
り
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
組

み
が
開
始
さ
れ
た
。
課
題
・
改
善
点

は
何
か
。

答
　
見
守
り
や
生
活
支
援
等
の
具
体

的
な
課
題
・
改
善
点
を
検
証
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

一
人
ぐ
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
は

　
配
食
、
見
守
り
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

川 名 静 子 議員

― スリッパが変わっても階段昇降は危ない ―

― 

〝
桑
折
版
〟
い
き
い
き
百
歳
体
操 

―

　
す
べ
て
の
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
第
７
期

計
画
策
定
の
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら

次
の
点
を
伺
う
。

問
　
第
６
期
計
画
の
課
題
と
評
価
は
。

答
　
町
長
　
総
合
事
業
へ
早
期
移
行

や
予
防
事
業
実
施
に
よ
り
給
付
費
等

は
、
抑
え
ら
れ
た
が
事
務
量
が
増
え

た
。

問
　
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
者
数

増
加
へ
の
取
り
組
み
強
化
は
。

答
　
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
桑
折
版

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
普
及
拡
大
に
努
め

る
。

問
　
支
え
る
従
事
者
の
資
質
の
向
上
、

人
材
育
成
が
大
き
な
課
題
だ
。
各
事

業
所
の
自
助
努
力
で
も
あ
る
が
、
町

の
支
援
策
は
。

答
　
11
月
29
日
全
国
町
村
会
で
も
国

へ
要
望
し
た
。

問
　
家
族
介
護
支
援
事
業
強
化
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
導
入
を
。

答
　
ポ
イ
ン
ト
制
は
、
有
効
な
手
段

だ
。
先
進
事
例
を
研
究
し
前
向
き
に

検
討
す
る
。

問
　
第
７
期
の
保
険
料
の
見
直
し
は
。

答
　
現
在
あ
る
基
金（
４
，
８
１
５

万
４
千
円
）
を
活
用
し
、
可
能
な
限

り
現
行
料
金
に
留
め
た
い
。

　
侵
入
防
止
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
緩
衝
帯
設
置
モ

デ
ル
地
区（
松
原
中
）も
で
き
た
こ
と
か
ら
、
次
の
点
を
伺

う
。

問
　
関
係
住
民
と
の
協
議
等
今
後
の
対
策
は
。

答
　
町
長
　
モ
デ
ル
地
区
見
学
会
を
実
施
し
た
結
果
、
新

た
に
二
地
区
が
実
施
予
定
だ
。
関
係
町
内
会
の
理
解
と
協

力
を
い
た
だ
き
30
年
度
全
線
設
置
を
進
め
た
い
。

問
　
道
路
等
か
ら
侵
入
防
止
の
た
め
の
効
果
的
措
置
は
。

ま
た
、
臭
い
で
の
防
止
す
る
補
導
策
導
入
な
ど
多
重
駆
除

策
を
。

答
　
侵
入
防
止
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
川
前
線
に
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
設
置
し
、
効
果
を
検
証
す
る
。
多
重
駆
除
策
は
、

あ
ら
ゆ
る
見
地
か
ら
検
討
す
る
。

問
　
設
置
内
の
早
期
駆
除
は
担
当
課
の
み
な
ら
ず
空
き
家

対
策
や
環
境
美
化
等
、
庁
内
あ
げ
て
の
対
策
を
。

答
　
町
全
体
の
課
題
と
し
て
対
処
す
る
。

問
　
防
護
柵
の
維
持
管
理
対
応
策
は
。

答
　
緩
衝
帯
の
早
期
整
備
と
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金

事
業
を
活
用
等
検
討
す
る
。

イノシシ侵入今後さらなる対策は
　30年度緩衝帯全線設置を進めたい

第
７
期
介
護
保
険
料
の
見
直
し
は

　
現
行
料
金
に
留
め
た
い

問
　【
歴
ま
ち
法
】
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
方
針
と
予
算
は

　
　
答
　
都
市
再
生
整
備
事
業
計
画
作
成
予
算
を
計
上
す
る

問
　
仮
置
場
か
ら
の
搬
出
完
了
時
期
は

　
　
答
　
環
境
省
は
、
平
成
32
年
度
以
降
の
見
通
し
と

問
　
駅
前
駐
車
場
の
調
査
結
果
は

　
　
答
　
町
民
利
用
を
最
優
先
に
検
討
を
進
め
て
い
る

これも 質 問
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問
　
現
在
ま
で
の
４
地
区（
下
郡
、

下
成
田
、
田
町
、
桐
ヶ
窪
）
町
内
会

役
員
が
招
集
さ
れ
説
明
会
を
行
っ
て

き
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
人
口
減
少
問
題
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
低
下
が
起
き

て
い
る
等
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
。

制
度
の
理
解
と
住
民
の
合
意
形
成
が

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
町
が
主
導
的

な
役
割
を
発
揮
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
は
。

答
　
町
長
　
福
島
県
と
の
事
前
相
談

を
進
め
て
お
り
関
係
町
内
会
の
全
住

民
を
対
象
と
し
て
制
度
の
説
明
会
を

開
催
す
る
な
ど
合
意
形
成
の
促
進
に

努
め
て
い
く
。

問
　
区
域
指
定
対
象
区
域
の
拡
大
に

つ
い
て
調
査
検
討
を
行
っ
た
結
果
は
。

答
　
対
象
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

福
島
県
と
諸
要
件
確
認
を
進
め
て
い

る
段
階
で
す
。

問
　
区
域
指
定
を
受
け
た
場
合
、
固

定
資
産
税
の
増
減
が
発
生
す
る
か
。

答
　
区
域
指
定
に
よ
る
増
減
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
促
進
、
ミ
ニ
開
発
に
よ

る
土
地
の
有
効
活
用
な
ど
の
効
果
が

得
ら
れ
、
移
住
定
住
に
繫
が
る
と
考

え
る
が
。

答
　
区
域
指
定
に
よ
り
新
た
な
住
宅

建
設
が
進
め
ば
、
移
住
定
住
に
繫
が

る
も
の
と
考
え
る
。

都市計画法34条 11号の進捗は
　　　制度の説明会の開催や合意形成の促進を図る

利用と負担率乖離への対処は
　　　藤田病院管理者会で協議し結論

問
　
福
島
地
裁
の
判
決（
10
月
10
日
）に
対

し
て
の
認
識
は
。

答
　
町
長
　
福
島
地
裁
の
判
決
に
つ
い
て

は
、
津
波
予
見
や
事
故
回
避
な
ど
の
争
点

に
お
い
て
、
概
ね
原
告
の
主
張
が
認
め
ら

れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
町
に
は
支
援
事
業
各
施
設
の
無
償
開

放
に
つ
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
戴
き
た

い
と
考
え
る
が
。

答
　「
町
原
子
力
損
害
賠
償
請
求
に
係
る

支
援
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
支
援
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
継
続
す
る
。

原発事故の責任は国と東電を断罪
　　原告の主張が認められたものである

岩 﨑 久 男 議員

― 地域の活性化へ ―

問
　
危
機
管
理
体
制
強
化
は

　
　
答
　
新
庁
舎
に
は
防
災
拠
点
と
し
て
、
必
要
な
整
備
を
検
討

これも 質 問

齋 藤 松 夫 議員

問
　
有
害
鳥
獣
、
遊
休
農
地
対
策
は

事
の
重
大
性
に
鑑
み
、「
地
方
創
生
」

事
業
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
積
極
策

を
講
ず
べ
き
だ
。
ま
た
、
侵
入
防
止

柵
里
側
対
策
と
し
て
の
里
側
山
林
外

縁
部
の
囲
い
込
み
に
つ
い
て
の
検
討

状
況
は
い
か
が
か
。
農
業
委
員
会
建

議
の「
恵
み
の
農
地
再
生
事
業
」の
要

件
緩
和
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
関
係
団

体
に
よ
る
草
刈
り
活
動
を
中
心
と
し

た「
恵
み
の
農
地
維
持
管
理
事
業
」を

創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
こ
の
問
題
は
本
町
農
業

振
興
上
の
大
き
な
問
題
と
と
ら
え
、

解
決
に
努
め
て
い
る
。
柵
の
里
側
で

は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
捕

獲
に
努
め
て
い
る
と
ろ
だ
。
柵
里
側

山
林
外
縁
部
の
柵
設
置
に
つ
い
て
は
、

地
元
町
内
会
及
び
土
地
所
有
者
と
の

協
議
に
お
い
て
決
定
し
、
実
施
し
て

参
り
た
い
。
草
刈
り
活
動
は
多
面
的

支
払
い
交
付
金
に
よ
る
、
住
民
の
取

り
組
み
が
有
効
と
考
え
る
。

問
　
現
行
規
約
に
基
づ
く
藤
田
病
院

負
担
金
は
、
５
対
４
対
１
で
、
構
成

市
町
の
利
用
状
況
と
大
き
く
乖
離
し

て
い
る
と
考
え
る
。
私
は
本
町
選
出

議
員
の
合
意
の
も
と
藤
田
病
院
組
合

議
会
で
改
善
策
を
提
案
し
、
町
議
会

全
員
協
議
会
で
報
告
済
み
だ
。
そ
の

後
管
理
者
会
で
協
議
が
な
さ
れ
た
が
、

そ
の
結
論
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

答
　
町
長
　
町
全
員
協
議
会
で
の
報

告
事
項
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
な
い

が
、
藤
田
病
院
組
合
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
参
与
会
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
、

管
理
者
会
で
は「
負
担
割
合
は
変
更

し
な
い
。
医
師
や
看
護
師
の
確
保
、

医
療
機
器
の
整
備
な
ど
、
特
別
の
目

的
を
も
っ
た
事
業
に
対
し
て
必
要
な

ら
ば
、
新
た
な
負
担
割
合
に
よ
っ
て

補
助
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。」と

結
論
づ
け
た
と
こ
ろ
だ
。

問
　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
空
き
家
は
何
軒
か

　
　
答
　
空
き
家
１
２
４
軒
の
う
ち
71
軒

問
　
都
市
計
画
法
34
条
11
号
区
域
指
定
の
進
捗
は

　
　
答
　�

関
係
緒
内
会
長
に
区
域
指
定
図
案
を
配
布

問
　
町
公
営
住
宅
（
坂
下
住
宅
）
に
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
の
検
討
を

　
　
答
　
検
討
し
て
み
る

これも 質 問 地
方
創
生
の
な
か
に
有
害
鳥
獣
対
策
を

　
農
業
振
興
上
の
大
き
な
課
題
と
認
識

公立藤田病院補助負担率と利用状況

構成市町 負担率 補助金
地区別患者数と比率

外　来 入　院

国見町 ５ 6,500 万円 40,004 人　26％ 16,133 人　19％

桑折町 ４ 5,200 万円 32,486 人　21％ 14,438 人　17％

伊達市 １ 1,300 万円
56,152 人　36％

（梁川町 29,606 人 19％）

40,862 人　47％

（梁川町 18,983 人 22％）

他市町 25,681 人　17％ 14,985 人　17％

平成 28 年度決算関係資料より

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　
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一 般 質 問 　

斉 藤 　 謙 議員

問
　
当
町
が
計
画
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
周

辺
へ
の
大
型
商
業
施
設（
イ
オ
ン
）の

進
出
報
道
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

事
実
か
。
ま
た
、
物
流
倉
庫
の
進
出

も
併
せ
て
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
町

当
局
と
開
発
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
の
記
事
で
あ
る
が
、
事
実
で
あ

れ
ば
そ
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
某
紙
の
報
道
に
関
し
て
、

イ
オ
ン
関
係
者
が
、
発
信
元
の
確
認

に
来
庁
副
町
長
等
が
対
応
し
、
某
紙

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
取
材
は

一
切
無
か
っ
た
と
回
答
し
た
。
ま
た

報
道
さ
れ
て
い
る
物
流
倉
庫
等
に
つ

い
て
も
、
現
時
点
で
話
は
な
い
。

問
　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備

の
今
後
の
課
題
は
、
ま
た
、
道
路
拡

張
等
に
際
し
、
伊
達
市
と
の
連
携
強

化
が
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

協
議
会
等
を
早
期
結
成
し
取
組
み
す

べ
き
と
考
え
る
。

答
　
伊
達
市
を
含
め
、
近
隣
市
町
と

首
長
・
担
当
者
間
で
の
協
議
会
等
を

結
成
し
た
取
組
み
調
整
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

ＩＣ周辺へのイオンの進出はない
　　　某紙の記事の取材は一切ない

問
　
早
期
に
財
政
計
画
を
策
定
し
、

各
種
事
業
の
歳
出
が
財
政
枠
内
で
対

応
可
能
か
等
を
明
確
に
し
た
取
組
が

肝
要
で
な
い
か
。
新
庁
舎
建
設
の
概

算
費
用
算
出
と
総
合
計
画
の
実
施
計

画
策
定
を
受
け
て
財
政
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
は
、
経
営
者
で
あ
れ
ば

と
て
も
理
解
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は

新
庁
舎
建
設
に
併
せ
た
財
政
計
画
で
、

財
布
に
い
く
ら
あ
る
か
を
確
認
し
な

い
で
各
種
事
業
計
画
を
行
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
経
常

収
支
比
率
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で

な
い
か
。
な
お
、
行
財
政
の
改
革
の

改
善
が
進
展
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

外
部
有
識
者
に
よ
る
行
政
経
営
監
理

委
員
会（
仮
称
）を
設
置
し
、
各
種
計

画
の
進
捗
管
理
を
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
経
常
的
収
入
は
独
自
の

取
組
み
で
の
増
収
は
難
し
く
、
ふ
る

さ
と
納
税
等
臨
時
的
自
主
財
源
の
更

な
る
確
保
に
努
め
る
。

外
部
有
識
者
に
よ
る
監
理
委
員
会
設
置
を

　
ふ
る
さ
と
納
税
等
で
自
主
財
源
確
保

― 平成 33 年開通に向けて ―

問
　
若
年
層
の
更
な
る
投
票
率
ア
ッ
プ
策
は

　
　
答
　
町
外
在
住
先
で
の
投
票
可
能
策
を
検
討

問
　
農
業
拠
点
整
備
事
業
運
営
が
不
透
明

　
　
答
　�

２
月
内
を
目
途
に
、
議
会
へ
説
明

問
　
高
齢
者
に
は
戸
別
受
信
機
の
設
置

　
　
答
　
戸
別
受
信
機
設
置
は
研
究
す
る

これも 質 問

議会基本条例に基づく

＆ 開催議会報告会 意見交換会
町民の皆様と

　本議会は、平成23年９月桑折町議会基本条例を制定し、「町民に開かれた議会・町民参加の議会・

議会機能強化」の三本柱を核に議会改革を進めております。

　今年度２回目の開催となった議会報告及び町民の皆様との意見交換会は、４地区を全議員が出席し

ての開催でした。説明にはパワーポイントを活用し分かりやすい説明をしました。夜間にもかかわら

ず御出席をいただきありがとうございました。

　
ご
意
見
等
の
一
部
抜
粋

　
頂
い
た
御
意
見
、ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
、今
後
の
議
会
・
議
員
活
動
の
中
で
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

  

睦
合
地
区
　
10
／
24
・
睦
合
ふ
れ
あ
い
会
館

・�

イ
ノ
シ
シ
被
害
は
、
防
護
柵
が
破
ら
れ
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
地
域
の
環
境
整
備
や
補
助
金
を
活
用
し
て
有
効
な
対
策

を
し
て
ほ
し
い
。

・�

防
災
無
線
局
の
運
用
の
現
状
は
。

・�

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
発
信
と
防
災
無
線
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
。

・�

防
災
無
線
の
通
信
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
。

・�

視
察
研
修
の
成
果
と�

農
地
・
宅
地
の
住
み
分
け
は
。

・�

交
通
の
利
便
性
の
良
い
牛
沢
地
区
は
宅
地
開
発
が
出
来
る
の

で
は
。

  

伊
達
崎
地
区
　
10
／
26
・
伊
達
崎
公
民
館

・�

町
広
報
と
議
会
だ
よ
り
の
係
数
の
整
合
性
に
つ
い
て
。

・�

行
政
財
産
等
に
つ
い
て
、
報
告
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・�

庁
舎
建
設
に
関
す
る
委
員
会
に
議
会
か
ら
も
参
画
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

・�

新
庁
舎
建
設
に
関
し
て
、
今
後
の
財
政
運
営
上
の
返
済
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

・�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
。

・�

ひ
と
・
農
地
プ
ラ
ン
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

・�

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
事
務
取
り
扱
い
に
関
し
て
。

・�

郡
議
員
大
会
で
の
要
望
事
項
の
進
捗
に
つ
い
て
。

・�

議
会
報
告
会
の
開
催
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

  

半
田
地
区
　
10
／
27
・
半
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・�

隂
山
メ
ソ
ッ
ド
は
、
町
レ
ベ
ル
で
や
ら
な
け
れ
ば
広
が
ら
な

い
の
で
は
。

・�

議
員
の
年
齢
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
若
い
人
を
多
く
す

る
方
法
は
あ
る
の
か
。

・�

若
い
人
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
意
見
交
換
会
な
ど
の
あ
り
方

は
。

・�

町
内
会
の
新
年
会
等
で
議
員
を
呼
ぶ
目
的
は
な
に
か
。

・�

補
助
金
で
作
っ
た
建
物
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
。

・�

イ
コ
ー
ゼ
（
プ
ー
ル
）
の
利
用
者
が
少
な
い
。

・�

も
っ
と
人
を
呼
び
込
む
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
い
の
か
。

  

桑
折
地
区
　
10
／
25
・
桑
折
公
民
館

・�

空
家
・
空
店
舗
・
空
地
。
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
。

・�

町
の
自
主
財
源
に
つ
い
て
。

・�

防
災
無
線
・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
使
用
す
る
周

知
方
法
は
。

・�

防
災
無
線
で
連
絡
を
受
け
て
も
不
在
の
時
が
あ
る
が
確
認
を

す
る
方
法
は
あ
る
か
。

・�

仮
設
住
宅
の
撤
去
後
の
活
用
は
。

・�

副
町
長
の
役
割
と
副
町
長
室
に
つ
い
て

議会だより――議会だより15 14 



単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調 定 額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額

分担金・負担金 1,418,000 1,418,000 1,418,000 0 議会費 1,229 1,075 153

使用料・手数料 1,023 1,243 1,243 ▲ 220 総務費 89,561 84,757 4,803

国庫支出金 5,541 5,541 5,541 0 消防費 1,426,155 1,404,337 21,817

県 支 出 金 1,505 1,505 1,505 0 公債費 159,516 159,514 1

財 産 収 入 28 27 27 0 予備費 3,004 0 3,004

寄　附　金 1 0 0 1

繰　入　金 0 0 0 0

繰　越　金 37,065 37,065 37,065 0

諸　収　入 12,802 13,153 13,153 ▲ 351

組　合　債 203,500 203,500 203,500 0

合　計 1,679,465 1,680,037 1,680,037 ▲ 572 合　計 1,679,465 1,649,683 29,781

一　部　事　務　組　合　議　会　報　告 28年度決算概要

一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額

分賦金 55,346 55,346 55,346 0 議会費 804 789 14

財産収入 1 0 0 0 総務費 55,026 54,892 133

繰入金 299 299 299 0 予備費 400 0 400

繰越金 531 531 531 0

諸収入 53 56 56 ▲ 3

合　計 56,230 56,233 56,233 ▲ 3 合　計 56,230 55,682 547

し尿処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額

分　賦　金 304,610 304,610 304,610 0 衛生費 176,648 176,059 588

使用料・手数料 83 84 84 ▲ 1 基金費 39,287 39,285 1

財 産 収 入 24 24 24 0 公債費 138,652 138,651 0

繰　入　金 47,721 47,721 47,721 0 予備費 500 0 500

繰　越　金 1,794 1,794 1,794 0

諸　収　入 855 1,053 1,053 ▲ 198

合　計 355,087 355,288 355,288 ▲ 201 合　計 355,087 353,995 1,091

ごみ処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額

分　賦　金 317,054 317,054 317,054 0 衛生費 4,123,374 4,122,527 846

使用料・手数料 129,569 130,484 130,484 ▲ 915 基金費 4,009 4,007 1

国庫支出金 4,131 4,084 4,084 46 公債費 63,634 63,632 1

県 支 出 金 3,531,265 3,531,264 3,531,264 0 予備費 3,000 0 3,000

財 産 収 入 39,210 42,905 42,905 ▲ 3,695

繰　入　金 87,820 87,820 87,820 0

繰　越　金 5,461 5,461 5,461 0

諸　収　入 79,507 79,982 79,731 ▲ 224

合　計 4,194,017 4,199,059 4,198,807 ▲ 4,790 合　計 4,194,017 4,190,167 3,849

【伊達地方衛生処理組合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　佐藤榮三・岩﨑久男

一 般 会 計

　歳入総額5,623万３千円、歳出総額5,568万２千

円、歳入歳出差引55万１千円となった。財政調整

基金29万９千円を経常経費財源として取崩したほ

か、利子１千円を積立てたことにより、年度末現在

高は137万３千円となった。

し尿処理事業特別会計

　歳入総額３億5,528万８千円、歳出総額３億5,399

万６千円、歳入歳出差引129万２千円となった。施

設整備基金の取崩額948万７千円を機器の保証期間

終了による維持補修費の財源として充当したほか、

元利金115万７千円を積立てたことにより、年度末

現在高は5,363万９千円となった。減債基金の取崩

額3,823万４千円を起債の元利償還に充当したほか、

元利金3,812万８千円を積立てたことにより、年度

末現在高は3,818万６千円となった。

ごみ処理事業特別会計

　　歳入総額41億9,880万７千円、歳出総額41億

9,016万８千円、歳入歳出差引863万９千円となっ

た。ただし。災害復旧関係事業（指定廃棄物保管業

務、廃棄物処理施設モニタリング事業、除染事業）

を差し引いた通常事業分は、歳入総額５億4,372万

１千円、歳出総額５億3,509万１千円、歳入歳出差

引863万円となった。施設整備基金の取崩額8,782

万円を維持補修費、埋立処分地施設再生事業基礎調

査業務委託料、指定廃棄物保管事業等の東京電力賠

償金財源の一時立替金として充当したほか、元利金

400万６千円を積立てたことにより、年度末現在高

は6,562万８千円となった。減債基金は１千円を積

立て、年度末現在高は619万２千円となった。

【公立藤田病院組合】　　　　　　　　　　　　　選出議員　羽根田八千代・原　賢志・齋藤松夫・佐藤武朗

　平成28年度一般会計の歳入総額は、16億8,003

万７千円に対し歳出総額は、16億4,968万３千円で

歳入歳出差引額は、3,035万３千円となった。

　監査委員より事務の執行等が適正に処理されてい

定の影響は大きかったと思われる。

　収益的収支は、収入58億3,066万６千円、支出

58億5,670万４千円となり収支差引▲2,603万７千

円となった。

　資本的収支は、収入１億6,882万７千円、支出４

億6,187万３千円となり収支差引▲２億9,304万６

千円は過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

るとの報告があった。また、老朽化が進む各分署庁

舎の改築については、構成市町の理解を得る努力が

重要との意見である。

収益的収入および支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

医 業 収 益 5,607,928 ▲205,666 5,402,262 5,436,938 34,676 医 業 費 用 5,913,408 ▲149,000 5,764,408 5,761,728 2,679

医業外収益 429,046 ▲ 10,609 418,437 413,016 ▲ 5,420 医業外費用 116,406 0 116,406 114,866 1,539

特 別 利 益 0 0 0 2,479 2,479 病 院 組 合 費 2,768 0 2,768 1,332 1,435

合　計 6,036,974 ▲216,275 5,820,699 5,852,433 31,734 特 別 損 失 0 0 0 0 0

予 備 費 4,392 ▲ 4,392 0 0 0

合　計 6,036,974 ▲153,392 5,883,582 5,877,927 5,654

資本的収入および支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

出 資 金 167,636 ▲ 1,509 166,127 166,127 0 建設改良費 166,471 ▲ 20,000 146,471 140,344 6,126

国（県）補助金 1 2,699 2,700 2,700 0 企業債償還金 321,529 0 321,529 321,528 0

合　計 167,637 1,190 168,827 168,827 0 合　計 488,000 ▲ 20,000 468,000 461,873 6,126

収支差引不足額２億 9,304 万６千円は過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

【伊達地方消防組合】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　川名静子・渡邉英直

　平成28年度は、残念ながら２年連続の赤字計上

となった。

　患者延数は、入院86,453人（前年比1,041人減）、

外来152,920人（前年比13,177人減）といずれも前

年を下回っている。また、診療単価は入院38,262

円（前年比457円増）、外来11,548万円（前年比664

円増）と４月に実施された診療報酬のマイナス改定

にもかかわらずいずれも増加したものの、やはり改
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専
決
処
分

補
正
予
算

収益的収入および支出　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 流用増減 合　計 決算額 不用額

営業収益 3,482,253 0 3,482,253 3,501,726 19,473 営業費用 4,321,424 3,627 ▲ 16,677 4,308,373 4,024,608 283,764

営業外収益 1,075,258 24,482 1,099,740 1,074,441 ▲ 25,298 営業外費用 578,327 0 16,677 595,004 595,004 0

合　計 4,557,511 24,482 4,581,993 4,576,167 ▲ 5,825 予 備 費 100 0 0 100 0 100

合　計 4,899,851 3,627 0 4,903,478 4,619,612 283,865

資本的収入および支出　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 流用増減 合　計 決算額 不用額

負 担 金 593,641 0 593,641 10,273 ▲583,368 建設改良費 1,179,942 0 0 1,297,136 555,208 28,038

合　計 593,641 0 593,641 10,273 ▲583,368 企業債償還金 1,842,459 0 0 1,842,459 1,842,458 0

予 備 費 100 0 0 100 0 100

合　計 3,022,501 0 0 3,139,695 2,397,667 28,138

収支差引額不足分 23 億 8,739 万４千円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資金で補填した。

【福島地方水道用水供給企業団】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選出議員　片平秀雄

28年度桑折町の一部事務組合への負担金決算額及び27年度決算額対比表
単位：千円　　％：少数点第２位四捨五入

区　分 内　訳
平成 28年度
決　算　額

平成 27年度
決　算　額

増減額
増減率
（％）

伊達地方
衛生処理組合

一般会計 6,526 6,376 150 2.4
し尿処理 26,692 25,381 1,311 5.2
ごみ処理 31,567 29,928 1,639 5.5
合　　計 64,785 61,685 3,100 5.0

公立藤田
病院組合

一般会計 52,000 52,000 0 0
特別交付税 17,300 21,459 ▲ 4,159 ▲ 19.4
合　　計 69,300 73,459 ▲ 4,159 ▲ 5.7

伊達地方
消防組合

一般会計 175,903 170,920 4,983 2.9

合　　計 309,988 306,064 3,924 1.3

　収益的収支は、水道用水供給事業収益43億1,678

万１千円に対し、水道用水供給事業費用44億103万

円で、収支差引額8,424万９千円が当年度純損失と

なり、前年度繰越欠損金10億2,117万９千円と合わ

せた11億542万８千円を、未処理欠損金として翌年

度に繰越した。

　資本的収支は、資本的収入1,027万３千円に対し、

資本的支出が23億9,766万７千円となり、不足する

額23億8,739万４千円は、過年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額1,091万２千円及び過年度

分損益勘定留保資金23億7,648万１千円で補てんし

た。

議会活動状況報告　平成29年９月 20日～平成 29年 12 月 11 日
年 月 日 活   動   状   況 内　　容 出　席　者

29 9 20 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

25 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

医療・介護に関する勉強会 「医療・介護の現状」について 全 議 員

26 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

27 議会全員協議会 9月定例会総括、諮問答申事項、議会報告会、委員会等視察研修について 議 長 外

29 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

10 3 議会広報委員会 議会だより秋号の編集 選 出 委 員

5 議会全員協議会 町からの説明（地域防災訓練におけるエリアメールの誤配信、日立オートモティブ
システムズ（株）からの支援依頼等、予算の専決処分について）、桑折町都市計画
審議会委員の選出、議会報告会について

全 議 員

6 第９回議会改革・活性化調査特別委員会 議会活性化計画策定について 選 出 委 員

総務文教常任委員会 所管事務調査「健全財政について」「移住・定住について」 選 出 委 員

桑折町商工会役員来庁 桑折町商工会館建設関係の要望について 議 長

12 伊達郡町村議会議長会事務局長来庁 伊達郡町村議会議長会の要望活動に関する打ち合わせ 議 長

公立藤田病院組合議会全員協議会 平成 29 年第 2回定例会提出議案について 選 出 議 員

平成 29 年第 2回公立藤田病院組合議会定例会 条例改正 1件、平成 28 年度公立藤田病院組合病院事業会計決算認定 選 出 議 員

16 伊達郡町村議会議長会要望活動 福島県・福島復興再生総局に対する要望活動 議 長

24 伊達地方消防組合議会全員協議会 平成 29 年第 2回定例会提出議案について 選 出 議 員

平成 29 年第 2回伊達地方消防組合議会定例会 平成 28 年度一般会計歳入歳出決算の認定、平成 29 年度一般会計補正予算 選 出 議 員

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 平成 29 年第 2回定例会提出議案について 選 出 議 員

平成 29 年第 2 回伊達地方衛生処理組合議会定
例会

平成 28 年度一般会計・し尿処理事業特別会計・ごみ処理事業特別会計歳入歳出決
算認定、平成 29 年度伊達地方衛生処理組合一般会計・し尿処理事業特別会計・ご
み処理事業特別会計補正予算、同意 1件

選 出 議 員

議会報告会（睦合地区） 9月定例会報告等・町民との意見交換 全 議 員

25 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

議会報告会（桑折地区） 9月定例会報告等・町民との意見交換 全 議 員

26 議会報告会（伊達崎地区） 9月定例会報告等・町民との意見交換 全 議 員

27 産業厚生常任委員会 所管事務調査「産業振興策について」「空き家・空き地について」 選 出 委 員

第 10 回議会改革・活性化調査特別委員会 議会活性化計画策定について 選 出 委 員

議会報告会（半田地区） 9月定例会報告等・町民との意見交換 全 議 員

11 1 平成 29 年度町村監査委員全国研修会 地方自治法改正、効率的監査の執行と監査責任について 選 出 委 員

2 平成 29 年度町村監査委員全国研修会 自治体債権の適正管理と監査の具体的ポイントについて 選 出 委 員

6 議会運営委員会 第 6回臨時会議事日程等 選 出 委 員

議会全員協議会 第 6回臨時会議事日程等、議案内容の説明、議会報告会総括について 全 議 員

第６回臨時会本会議 専決処分の承認、平成 29 年度一般会計補正予算 全 議 員

7 福島県町村議会議長会　理事・監事合同会議 平成 28 年度一般会計決算の承認　外 議 長

9 総務文教常任委員会 所管事務調査「健全財政について」「移住・定住について」 選 出 委 員

第 10 回役場庁舎建設調査特別委員会 新庁舎建設基本設計業務プロポーザルの結果について 選 出 委 員

16 第 11 回議会改革・活性化調査特別委員会 議会活性化計画策定について 選 出 委 員

17 伊達地方衛生処理組合例月出納検査 伊達地方衛生処理組合各会計の定例検査 選 出 議 員

22 第 61 回町村議会議長全国大会 全国の町村議会議長による国への要望、決議事項の決定、特別講演等 議 長

日立オートモティブシステムズ執行役員来庁 未利用町有地の借用、町有地への路線バス乗り入れについての要請 副 議 長
産厚委員長

24 議会運営委員会 12 月定例会議事日程等、議長からの付託事項について 選 出 委 員

27 中央省庁等要望活動 自由民主党本部、財務省、国土交通省、東日本高速道路株式会社への要望活動 議 長

28 例月出納検査 定例検査 選 出 委 員

12 5 議会全員協議会 12 月定例会（第 1日）議事日程等、提案内容の説明、出資法人経営状況の説明 全 議 員

第７回定例会本会議 一般会計補正予算、特別会計補正予算 3件、水道事業会計補正予算の説明 全 議 員

6 議会全員協議会 12 月定例会（第 2日）議事日程等について 全 議 員

第７回定例会本会議 一般質問 5名 全 議 員

7 議会全員協議会 12 月定例会（第 3日）議事日程等、イノシシ対策、公立藤田病院組合議会報告 全 議 員

第７回定例会本会議 ・一般質問 3名　・条例改正 1件、その他議案 2件審議採決 全 議 員

11 議会全員協議会 12 月定例会（第 4日）議事日程等、追加議事日程、追加議案内容の説明 全 議 員

議会運営委員会 追加議案及び追加議事日程等について 選 出 委 員

第７回定例会本会議 ・一般会計補正予算、特別会計補正予算 3件、水道事業会計補正予算審議採決
・追加議案審議採決（議案 1件）

全 議 員

議会広報委員会 議会だより冬号の編集 選 出 委 員

○全会一致で可決の議案

第６回臨時会

議　　　案　　　名 討　論　者

承 認 第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度桑折町一般会計補正予算（第５号））

議 案 第 4 4 号 平成29年度桑折町一般会計補正予算（第６号）

第７回定例会

議　　　案　　　名 討　論　者

議 案 第 4 5 号 桑折町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議 案 第 4 6 号 桑折町道路線の廃止について

議 案 第 4 7 号 桑折町道路線の認定について

議 案 第 4 8 号 平成29年度桑折町一般会計補正予算（第７号） 齋藤松夫

議 案 第 4 9 号 平成29年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）

議 案 第 5 0 号 平成29年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）

議 案 第 5 1 号 平成29年度桑折町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

議 案 第 5 2 号 平成29年度桑折町水道事業会計補正予算（第１号）

議 案 第 5 3 号 福島地方土地開発公社所有地売買契約に伴う財産の取得について

議

案

審

議

結

果

表

　12/12桑折分庁舎において、松

尾貴臣 作詞・作曲「ハッピーホタ

ピーソング」に合わせダンスを披

露。見る者皆が笑顔に。年末年始

も笑顔で送りたいですね。

Cover Photo
〜 表 紙 写 真 〜
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編　集　後　記

　平成30年新年を迎え、桑折町にとってもさ

まざまな新しい創生の年となる。平成の追分

となる復興支援道、相馬福島道の建設も順調

に進んでいる。仮称国道４号ＩＣ周辺の利活

用の検討も大きく前進するよう希望する。

　また、役場新庁舎建設に向けても、実施設

計が行われる年となり、具体的な新庁舎の姿

が見える年となる。このような、さまざまな

桑折町の次代の町づくりに対し議会も町民の

代弁者として充分に検討の機会をいかしてい

かなければならないと考える。

渡邉　英直　

～平成になり30回目の初日の出～
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性
）

・�

議
員
の
発
言
内
容
が
今
い
ち
歯
切

れ
が
悪
い
。
下
準
備
不
足
か
。

・�

答
弁
者
も
個
々
に
内
容
は
充
分
精

査
し
て
答
弁
さ
れ
て
い
る
様
だ
が

現
時
点
に
お
け
る
町
対
応
を
も
っ

と
明
確
に
。

・�
事
務
方
側
の
準
備
の
ご
苦
労
が
わ

か
る
。
　
　
　
　
（
60
代
男
性
）

　
議
会
傍
聴
の
受
付
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　
個
人
情
報
保
護
に
配
慮
し
、
傍
聴

人
受
付
簿
へ
記
入
後
、
用
紙
を
箱
で

保
管
し
ま
す
。

　
議
会
広
報
委
員
会
で
は
発
行
後
、
各
地
区
数
名
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
率
直
な
生
の
声
と
し

て
、
「
町
民
の
声
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
〝
わ
か
り
や
す

い
、
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り
〟
編
集
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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